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監査

� 監査品質のフレームワーク

IAASBは、監査品質に関するプロ

ジェクトについて、2011年１月に

「監査品質：IAASBの見解」という

比較的簡潔な文書を公表した後、監

査品質のフレームワークに関する文

書の開発に着手し、2013年１月に協

議文書「監査品質のフレームワーク」

を公表している。IAASBはこれまで、

協議文書に対して入手したコメント

やアウトリーチにおいて聴取した内

容等を踏まえ、文案の検討を行って

きたが、今回の会議において、本文

書の最終化に向けた審議が行われ、

若干の修正がなされた上で、最終化

の承認が行われた。

本文書は、財務諸表監査の監査品

質に貢献する要因を、インプット、

プロセス、アウトプット、主要な利

害関係者の間の関わり合い、環境要

因の５つに区分して整理しており、

特に前者３つに関しては、監査業務

レベル、監査事務所レベル、国レベ

ルに分けた説明がなされている。

IAASBは、今後、本文書が、IAASB

による基準開発のほか、監査品質の

重要な要素についての関係者の認識

や理解の向上、また、IAASBを含む

主要な利害関係者間の対話や緊密な

連携の促進等に資することを期待し

ている。

� IAASBの戦略及び作業計画に関

する協議文書

IAASBは、従来、３年ごとに戦略

の見直しを行ってきたが、３年ごと

の戦略の策定は頻繁すぎる等のフィー

ドバックを踏まえ、2015年以降の戦

略については５年ごとに見直しを行

うこととしている。IAASBは、これ

に関して、これまで、将来の戦略策

定に向けてオンラインによる関係者

への調査を実施する等、協議文書

（案）「IAASBの2015年から2019年に

おける戦略（案）及び2015年から

2016年における作業計画（案）」の

公表に向けた検討を行ってきた。

今回の会議では、本協議文書の最

終化に向けた審議が行われるととも

に、最終化の承認が行われた。なお、

本協議文書の概要については、コラ

ム（28頁）をご参照いただきたい。

� ISA720「監査した財務諸表が含

まれる開示書類におけるその他の

記載内容に関連する監査人の責任」

IAASBは、財務諸表外の情報が充

実する等、取り巻く環境が変化して

いることを踏まえ、国際監査基準

（ISA）720の見直しに向けた検討を

開始しており、2012年11月に同基準

の見直しに関する公開草案を公表し
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１ 公表物の承認

２ 論点の検討

国際監査・保証基準審議会

（IAASB）会議報告（第54回会議）

国際監査・保証基準審議会（IAASB：InternationalAuditingandAssuranceStandardsBoard「アイ・ダブル・エー・

エス・ビー」）は国際的な監査及び保証基準を開発している。今回の会議（第54回1）は、2013年12月９日から13日

にかけてニューヨーク（米国）において、メンバー及びオブザーバーが出席の上、開催された。日本からは、筆者

がメンバー、日本公認会計士協会の甲斐幸子研究員が筆者のアドバイザーとして出席したほか、金融庁（企業会計

審議会）より、五十嵐則夫委員（横浜国立大学教授）がオブザーバーとして出席した。本稿において、会議の概要

について紹介したい。

国際監査・保証基準審議会メンバー 関
せき

口
ぐち

智
とも

和
かず
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ている。また、米国公開企業会計監

視委員会（PCAOB）から、2013年

８月に公開草案「監査した財務諸表

及び監査報告書が含まれる特定の開

示書類におけるその他の記載内容に

関連する監査人の責任」が公表され

ており2、その他の記載内容に関す

る監査人の責任について見直しが提

案されている。IAASBは、これまで、

公開草案に寄せられたコメントや

PCAOBによる公開草案等を勘案し

つつ、最終化に向けた検討を行って

きており、今回の会議では、当初、

最終化又は再公開草案化に向けた議

決を行うことが予定されていた。し

かし、メンバーの間でなお見解の相

違があるため、議決は行わず、主に

次の点についての議論が行われた。

� 基準の見直しにあたって考慮す

べき原則

� 基準の目的

� 基準が対象とする範囲

� 監査人の通読義務及び関連する

責任

� 監査報告書に記載すべき事項

IAASBは、今回の会議で示された

見解を踏まえ、必要に応じて、臨時

で電話会議を行った上で、2014年３

月会議で基準の最終化又は再公開草

案化に向けた議決を行うことを予定

している。

� 開示情報の監査

IAASBは、近年における財務報告

に関する規制や基準が財務諸表の注

記情報の監査に与える影響を踏まえ、

開示情報の監査について、ISAの改

訂や個別の開示情報に関するガイダ

ンスの公表を行うべきかについて検

討を続けている。

今回の会議では、前回会議までに

示されたコメントを踏まえ、開示情

報の監査に関連して、ISA315「企業

及び企業環境の理解を通じた重要な

虚偽表示リスクの識別と評価」、

ISA320「監査の計画及び実施に関す

る重要性」、ISA450「監査の過程で

識別した虚偽表示の評価」、ISA700

「財務諸表に対する意見の形成と監

査報告」等について修正すべきと考

えられる事項について文案が提示さ

れた上で、基準ごとに議論が行われ

た。IAASBは、今回の会議で示され

た意見を踏まえ、2014年３月会議で

公開草案の公表に向けた審議を行う

ことを予定している。

� IASBとのリエゾン活動

IAASBは、会計基準のあり方が監

査品質に影響を与える重要な要素の

１つであるという認識を踏まえ、監

査品質の向上の観点から、設置され

た作業グループを中心として、国際

会計基準審議会（IASB）とのリエゾ

ン活動を行っている。本プロジェク

トにおいては、IASBによる重要な

公開草案等に対して監査可能性や検

証可能性の観点からコメントを提供

するとともに、IASBより新たに公

表された会計基準等が監査又は監査

基準に与える影響について分析及び

評価を行うことが目的とされている。

今回の会議では、2013年度におけ

る本作業グループの活動について、

年次の活動報告が行われた。当年度

においては、本作業グループから、

IASBによる４つの公開草案（「分類

及び測定：国際財務報告基準

（IFRS）第９号の限定的修正」、「金

融商品：予想信用損失」、「リース」、

「保険契約」）に対してコメントレター

の発出を行っている。

IAASBは、上記のほか、IASB及

び証券監督者国際機構（IOSCO）と

「重要性」の概念の適用のあり方に

ついて協働作業を進めている等、

2013年７月に公表されているIASB

のディスカッション・ペーパー「財

務報告に関する概念フレームワーク

の見直し」についても、コメントレ

ターの発出に向けた検討を行ってい

る。

� 直接業務に関するプレゼンテー

ション

IAASBは、2013年12月に国際保証

業務基準（ISAE）3000「過去財務

情報の監査又はレビュー以外の保証

業務」を公表しているが、本基準に

は、直接業務に特有な要求事項や適

用指針は記載されていない。このた

め、カナダの監査・保証基準委員会

から、同国において基準開発が進め

られている直接業務に関するプロジェ

クトについて説明を受けた。

〈注〉

１ 電話会議による会議の開催は除

く。

２ PCAOBからは、公開草案「監

査した財務諸表及び監査報告書が

含まれる特定の開示書類における

その他の記載内容に関連する監査

人の責任」とともに、公開草案

「無限定適正意見の監査報告書」

が公表されている。
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３ その他
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コラム IAASBの戦略及び作業計画に関する協議文書

１． 背景

IAASBは、2013年12月会議で、「IAASBの2015年から2019年における戦略（案）及び2015年から2016年におけ

る作業計画（案）」を承認し、2013年12月にこれに関する協議文書を公表している（コメント期限：2014年４月

４日）。IAASBのデュー・プロセス文書では、戦略及び作業計画について定期的に公開協議を行った上で見直し

を行うこととされており、今回の協議文書は、その一環として公表されるものである。

２． 戦略（案）及び作業計画（案）

IAASBは、今回の戦略及び作業計画の見直しから、戦略については長期的な視野が必要である旨を考慮しつつ、

５年ごとに見直しを行うとともに、作業計画については状況の変化を踏まえつつ弾力的な対応が必要であること

を考慮して、２年ごとに見直しを行うこととしている。戦略（案）及び作業計画（案）の概要は、次のとおりで

ある。

� 戦略（案）

IAASBは、協議文書において、次の３点を2012年から５年間における戦略的テーマとしている。

� 高品質の財務諸表監査の基礎として受け入れられている高品質の国際監査基準（ISA）を開発し、維持する

こと。

� IAASBの基準が利害関係者のニーズへの対応を通じて、変化する世界に引き続き有用であることを確保する

こと。

� 監査品質の向上を促進し、最新の情報を有することを確保するため、財務報告のサプライチェーンに寄与す

る者と協働すること。

� 作業計画（案）

上記の戦略的テーマを踏まえ、IAASBは、2015年からの２年間において、次のような作業計画（案）を策定し

ている。なお、IAASBは、クラリティ版ISAに関する基準適用後のレビューを実施しており、本作業計画（案）

は当該レビューの過程において示されたコメントを踏まえたものである。

本協議文書では、上記のほか、現時点において、2017年以降に取組みを行うことが考えられるプロジェクトに

ついても列挙している。

プロジェクト 作業の目標

品質管理－国際品質管理基準（ISQC）１「監査事務所における品質管理」及び

ISA220「監査業務における品質管理」に関する論点の検討
� 2015年 プロジェクトの開始

� 2017年 プロジェクトの完了

職業的専門家としての懐疑心の強化に向けた検討 � 2015年 プロジェクトの開始

� 2017年 プロジェクトの完了

金融機関の監査に関する特別の考慮事項 � 2015年 プロジェクトの開始

� 2017年 プロジェクトの完了

2014年までに取組みを開始（又は、開始を予定）しているプロジェクトの最終化

―ISA800シリーズの見直し（現在、改訂作業中の監査報告に関する基準の変更に

よる影響の検討）

―開示の監査 ほか

� 2015年から2016年においてプロ

ジェクトを完了予定

ISA600「グループ監査」 � 引き続き、情報収集を実施予定

監査報告―採用及び適用サポート � 基準公表後に、採用及び適用サ

ポートを実施予定



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Photoshop 5 Default CMYK)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /DetectCurves 0.100000
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveFlatness true
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /Description <<
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


